Physiological Studies on Autolysis of Bacillus Subtilis by アンチャリダ, スバラショーン & Ancharida, Svarachorn
Osaka University

















工 A寸主二与 博 士
第 9 3 3 5 τEコヨ
平成 2 年 9 月 28 日
工学研究科醗酵工学専攻
学位規則第 5 条第 1 項該当
Physiological Studies on Autolysis of Baci Ilus 
Subti I is 













価カチオン(たとえば 200mMの K イオン)の存在が溶菌を誘導し二価カチオンは逆にとれを間害する
乙とを見いだしている。オートリシン欠損変異株では乙のとき溶菌の誘導が見られないととから，オート
シリンの活性化を通じて溶菌が起乙ったことを示唆している。
第 2 章では，オートシリンのー酵素， N-acetylmuramoyl-L-alanine amidase を Bacillus subtｭ
ilis より部分精製し，乙の酵素が invi tro で一価カチオンで活性化され，乙の活性化されたオートリシ
ンは二価カチオンで不活化される事を証明している。
第 3 章では，一価カチオンによる溶菌の誘導が，エネルギ一代謝のあるときは阻止される ζ と，乙のと
きエネルギ一代謝を阻害すると急速な溶菌がおこる乙とから，溶菌におけるこつの制御因子を明らかにし
Tこ。






















2) 一価カチオンによる溶菌の誘導は，二価カチオンで阻害される。また， a) オートリシン欠損株のと
き， b) エネルギ一代謝のあるとき， c) タンパク質合成が無いとき，または d) タンパク質合成と細
胞壁合成の両者がともに活発なとき，の何れかの場合も，溶菌は誘導されないととを明らかにしている。
3) オートリシンのー酵素， N -ace tylmuramoyl-L-a lani ne ami dase を枯草菌より分離精製し，乙の
酵素が一価カチオンで活性化され，活性化オートリシンは二価カチオンで阻害される乙とを示している。
以上のように本論文は，自己溶菌がオートリシンの活性化でおこる乙とを明らかにした上で，一価カチ
オン，エネノレギ一代謝，タンパク質合成および細胞壁合成の 4 つの因子によって自己溶菌が制御を受けて
いる乙とを明らかにしている。乙れらの成果は醗酵工学に寄与すると乙ろが大きい。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
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